
１
　
は
じ
め
に

①
生
活
困
難
層
と
は
ど
の
よ
う
な

　
人
々
か
？

　
日
本
一
人
口
が
多
い
基
礎
自
治

体
で
あ
る
横
浜
市
に
は
、
様
々
な

人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
活
発
な

市
民
活
動
を
展
開
す
る
人
々
も
い

れ
ば
、
深
刻
な
生
活
課
題
を
抱
え

て
い
る
人
々
も
い
る
。
深
刻
な
生

活
課
題
を
抱
え
る
人
々
は
自
ら
支

援
を
求
め
な
い
、
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
人
々
を
本
研
究
事
業
で
は
生
活

困
難
層
と
称
す
る
。
世
帯
人
数
の

減
少
や
単
身
化
か
進
み
、
年
齢
を

問
わ
ず
社
会
的
孤
立
の
傾
向
を
深

め
て
い
る
現
代
で
は
、
そ
れ
ら
の

人
々
は
特
別
な
人
と
い
う
表
現
は

あ
た
ら
な
い
。
誰
で
も
そ
の
よ
う

に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
相
談
支
援
機
関
の
専
門
分
化

　
は
、
対
象
者
を
丸
ご
と
受
け
止

　
め
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る

　
一
方
、
地
域
に
は
、
様
々
な
生

活
課
題
に
対
応
す
る
相
談
支
援
機

関
が
揃
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
社

会
福
祉
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
が
縦

策
が
、
成
熟
し
た
社
会
の
向
か
う

方
向
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
視
点

で
協
働
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

２
　
実
態
調
査
の
実
施

割
り
に
発
達
し
て
き
た
た
め
、
相

談
窓
口
の
総
合
化
な
ど
の
工
夫
は

さ
れ
て
い
る
が
高
齢
者
・
障
害

者
・
子
ど
も
と
い
う
対
象
者
別
の

政
策
体
系
と
支
援
体
制
が
一
般
的

で
あ
る
。
特
に
、
生
活
困
難
層
は

生
活
課
題
を
複
合
し
て
持
っ
て
い

る
人
々
が
多
く
、
専
門
分
化
し
た

相
談
支
援
機
関
の
支
援
で
は
対
象

者
を
生
活
者
と
し
て
丸
ご
と
受
け

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
い

く
つ
か
の
機
関
に
ま
た
が
る
個
人

の
相
談
情
報
は
、
支
援
者
が
意
識

し
な
い
と
ま
と
ま
ら
な
い
た
め

に
、
生
活
困
難
層
の
生
活
実
態
は

把
握
し
づ
ら
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

③
同
じ
市
民
と
し
て
排
除
せ
ず
社

　
会
的
包
摂
の
視
点
で

　
深
刻
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い

る
人
々
は
多
数
を
形
成
し
て
い
る

人
々
と
生
活
の
様
相
は
ち
が
っ
て

い
て
も
社
会
の
一
員
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
、
人
生
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
生
活
困
難
層
の
支
援
策

を
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
在
自
立

し
て
生
活
し
て
い
る
多
く
の
市
民

が
抱
く
将
来
の
不
安
、
例
え
ば
ヱ
局

齢
に
な
り
ひ
と
り
暮
ら
し
で
認
知

症
に
な
っ
た
時
の
不
安
‘
を
緩
和

す
る
こ
と
に
も
な
り
、
支
援
の
道

筋
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
繋
が

る
。
人
々
の
様
々
な
違
い
を
認
め

合
い
排
除
せ
ず
社
会
的
に
包
摂
さ

れ
る
べ
き
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
考
え
方
や
政

①
生
活
困
難
層
は
支
援
困
難
な

　
人
々
と
し
て
相
談
支
援
者
が
出

　
会
う

　
生
活
困
難
層
の
人
々
、
例
え
ば

子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
親
は
殆

ど
自
ら
虐
待
だ
と
は
認
め
ず
、
支

援
を
求
め
な
い
。
そ
の
た
め
関
わ

る
福
祉
・
保
健
・
医
療
分
野
の
支
援

者
が
、
支
援
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の

人
々
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

②
支
援
者
も
悩
ん
で
い
る

　
深
刻
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い

る
人
々
は
、
支
援
の
必
要
性
を
理

解
し
な
い
、
ま
た
理
解
で
き
ず
、

支
援
者
の
接
近
を
拒
否
す
る
場
合

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
支
援
者
側

は
対
象
者
の
心
身
の
安
全
を
第
一

に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
が
、

支
援
困
難
と
い
う
認
識
を
持
つ
。

支
援
者
側
か
持
つ
時
間
や
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
、
援
助
方
法
の
資
源
も

そ
れ
ぞ
れ
有
限
で
あ
り
、
支
援
の

展
開
に
悩
む
場
合
が
多
い
。
公
的

相
談
支
援
者
に
関
し
て
横
浜
市

は
、
長
年
に
亘
り
福
祉
専
門
職
を

充
て
保
健
師
と
と
も
に
支
援
の
任

と
し
、
民
間
の
相
談
支
援
機
関
に

お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
専
門
職
が
活

動
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
他
都
市

が
一
般
行
政
事
務
職
を
充
て
て
い

る
の
と
比
較
す
る
と
全
体
と
し
て

誇
れ
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の

支
援
者
群
に
し
て
支
援
困
難
な
の

で
あ
る
。

③
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　
１
分
野
横
断
的
な
実
態
調
査
に

　
向
け
て

　
支
援
困
難
な
人
々
は
一
定
地
域

で
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
人
数

で
、
ど
の
よ
う
な
生
活
困
難
を
抱

え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ら
は
未
知

数
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
の
協

働
研
究
事
業
で
は
、
一
定
地
域
で

対
象
分
野
を
横
断
的
に
捉
え
、
公

民
合
わ
せ
た
相
談
支
援
者
の
ほ
ぼ

す
べ
て
を
対
象
に
支
援
困
難
事
例

調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
横
浜
会

議
の
仕
組
み
を
以
っ
て
初
め
て
可

能
な
調
査
で
あ
っ
た
。
但
し
今
回

は
教
育
関
係
分
野
へ
は
手
が
及
ん

で
い
な
い
。

　
生
活
困
難
層
は
支
援
者
か
ら
支

援
困
難
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
支
援

困
難
は
い
く
つ
か
の
要
素
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
次

に
示
す
５
要
素
と
し
た
。
支
援
者

に
は
こ
れ
ら
の
要
素
の
ど
れ
か
ひ

と
つ
で
も
含
む
場
合
を
調
査
対
象

と
し
て
調
査
趣
旨
を
丁
寧
に
説
明

し
た
。
調
査
名
は
「
生
活
相
談
に

お
け
る
支
援
困
難
事
例
調
査
」
、

調
査
方
法
は
無
記
名
郵
送
方
式
で

あ
る
。
ま
た
調
査
実
施
上
の
倫
理

的
配
慮
は
十
分
行
っ
た
。

56■「横浜会議」からの報告
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支
援
困
難
要
素

①
対
象
者
が
持
つ
課
題
が
困
難

　
（
例
　
虐
待
、
認
知
症
等
）

②
対
象
者
と
支
援
者
の
間
に
あ
る

　
困
難
（
例
　
家
族
員
に
キ
イ
パ

　
ー
ソ
ン
が
い
な
い
等
）

③
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
な

　
ど
の
困
難
（
例
　
量
的
に
不
足
、

　
き
め
細
や
か
さ
が
な
い
等
）

④
支
援
者
側
の
困
難
（
例
　
多
忙

　
で
十
分
取
り
組
め
な
い
等
）

⑤
支
援
の
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
上

　
の
困
難
（
例
　
関
係
者
と
の
チ

　
ー
ム
対
応
が
で
き
な
い
等
）

３

研
究
結
果
ｌ
支
援
困
難

な
人
々
を
面
で
捉
え
る

　
公
民
合
わ
せ
た
分
野
横
断
的
な

生
活
困
難
事
例
調
査
と
、
調
査
回

答
者
ら
に
よ
る
生
活
課
題
の
解
決

に
向
け
た
意
見
交
換
会
な
ど
か
ら
、

次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
分
野
横
断
的
な
支
援
困
難
事
例

　
の
数
量
的
調
査
の
結
果

　
(
1
)
関
係
局
区
の
ご
協
力
で
、
瀬
谷

区
を
調
査
区
と
し
た
。
福
祉
保
健

に
か
か
わ
る
公
民
の
相
談
機
関
の

ほ
ぼ
す
べ
て
6
8
機
関
・
事
業
所
の

支
援
者
３
４
３
人
に
調
査
依
頼

し
、
５
６
４
件
の
有
効
回
答
を
得

た
。
こ
れ
は
実
人
数
で
５
１
４
人

（
人
口
の
0
.
4
％
）
、
実
世
帯
数
３
７

３
世
帯
（
瀬
谷
区
世
帯
の
0
.
8
％
）

で
あ
っ
た
。

瀬
谷
区
の
概
況
：
人
口
約
1
2
万
７

千
人
、
世
帯
数
約
４
万
８
千
、
公

営
住
宅
居
住
者
が
世
帯
の
約
Ｂ
％

を
占
め
、
公
営
住
宅
戸
数
が
多
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
１
・
3
8
、
生
活

保
護
率
・
人
口
2
0
‰
（
1
8
年
1
0

月
）
。

　
(
2
)
回
答
者
の
所
属
は
、
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
、
公
立

保
育
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議

会
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
事
業
所
、
障
害
者
地

域
活
動
ホ
ー
ム
、
病
院
、
Ｎ
Ｐ
ｏ

で
、
回
答
者
は
相
談
支
援
の
職
種
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
職
、

相
談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民

生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、

ピ
ア
（
当
事
者
）
相
談
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
者
等
。

　
(
3
)
対
象
者
は
男
性
4
5
％
、
女
性

5
5
％
。
世
帯
状
況
は
「
ひ
と
り
暮

ら
し
」
と
「
母
と
未
成
年
の
子
」

が
ほ
ぼ
同
数
の
約
2
3
％
、
次
が

「
夫
婦
と
未
成
年
の
子
」
1
7
％
。

世
帯
構
成
員
数
別
に
み
る
と
、

「
単
身
」
と
「
２
人
世
帯
」
が
そ

れ
ぞ
れ
2
4
％
ず
つ
。

　
(
4
)
経
済
状
況
は
、
全
体
の
4
6
％
が

「
生
活
保
護
」
を
受
け
、
2
1
％
が

「
経
済
的
に
逼
迫
」
し
、
「
経
済
的

に
は
普
通
」
が
2
5
％
、
「
余
裕
が

あ
る
」
３
％
で
あ
っ
た
。

　
(
5
)
対
象
者
の
2
5
％
が
何
ら
か
の
障

害
手
帳
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
身
体
障
害
者
手
帳
4
8
％
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
は
3
6
％
、
知
的
障
害
者

手
帳
が
2
1
％
（
一
人
で
複
数
の
手

帳
所
持
者
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。

　
(
6
)
困
難
課
題
は
2
6
項
目
で
、
多
い

順
に
「
育
児
子
育
て
に
問
題
が
あ

る
」
3
5
％
、
「
精
神
科
で
診
断
を

受
け
た
病
気
」
、
「
精
神
不
安
定
」

が
そ
れ
ぞ
れ
2
2
％
、
「
虐
待
を
受

け
て
い
る
」
1
8
％
、
「
認
知
症
」

1
5
％
が
上
位
を
占
め
た
（
以
下
略
、

図
１
）
。
１
事
例
に
平
均
2
.
3
の
困

難
課
題
が
重
複
し
て
い
た
。

図１　支援困難理由の割合

　
(
7
)
支
援
開
始
時
や
支
援
過
程
で
の

困
難
に
つ
い
て
は
、
１
事
例
に
つ

い
て
平
均
２
・
6
3
の
困
難
要
素
が

重
複
し
て
お
り
、
3
6
％
が
「
家
族

内
の
調
整
役
不
在
」
、
次
に
「
対

象
者
が
困
っ
て
い
な
い
」
3
2
％
と

な
り
、
対
象
者
家
族
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
難
し
さ
や
支
援
過
程
で
の
協

力
の
得
ら
れ
な
さ
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
「
対
象
者
の
支
援
内

容
の
理
解
不
足
」
2
5
％
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
」

図２　支援開始時、支援課程での困難理由

2
3
％
と
な
っ
た
（
以
下
略
、
図
２
）
。

　
(
8
)
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
「
困
難
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の

約
6
0
％
で
あ
る
。
「
困
難
が
あ
る
」

内
訳
は
多
い
順
に
、
「
ニ
ー
ズ
に

合
う
サ
ー
ビ
ス
が
無
い
」
6
5
％
、

「
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
手
助
け
が

無
い
」
2
3
％
、
「
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
量
的
不
足
」
2
2
％
と
続
く

（
以
下
略
）
。

　
(
9
)
支
援
者
側
の
困
難
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
7
0
％
が
「
あ
る
」
と
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回
答
、
回
答
総
数
で
は
、
１
事
例

に
つ
き
１
・
5
6
の
重
複
が
あ
っ

た
。
そ
の
内
訳
で
は
、
「
忙
し
く

て
丁
寧
に
関
わ
れ
な
い
」
と
「
対

応
や
方
針
が
立
て
ら
れ
な
い
」
が

同
じ
で
約
3
8
％
ず
つ
で
あ
り
、

「
支
援
の
た
め
の
専
門
知
識
不
足
」

2
4
％
、
「
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
や
資

源
を
把
握
で
き
て
い
な
い
」
1
4
％

と
続
く
（
以
下
略
）
。
相
談
機
関

別
に
「
困
難
が
あ
る
」
と
答
え
た

人
の
割
合
を
み
る
と
、
7
8
％
と
も

っ
と
も
高
い
の
が
「
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
」
（
理
由
の
１
位
２
位
は

「
支
援
方
針
が
立
て
ら
れ
な
い
」

｢
忙
し
い
｣
)
｡
｢
保
育
所
｣
、
｢
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
」
も

7
7
％
だ
っ
た
。
反
対
に
「
困
難
が

あ
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
が

4
3
％
と
一
番
低
い
の
は
「
児
童
相

談
所
」
で
、
「
障
害
者
活
動
ホ
ー

ム
」
「
医
療
機
関
」
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
な

ど
も
4
0
％
台
で
あ
っ
た
。
職
種
別

に
「
困
難
が
あ
る
」
と
答
え
た
人

の
割
合
を
み
る
と
、
主
任
児
童
委

員
で
9
0
％
と
な
っ
て
い
る
（
理
由

の
１
位
は
「
対
応
や
支
援
方
針
が

立
て
ら
れ
な
い
」
２
位
が
「
支
援

の
た
め
の
専
門
知
識
不
足
」
）
。
育

児
・
子
育
て
に
問
題
を
持
つ
家
族

が
多
く
い
る
中
で
、
そ
の
家
族
に

寄
り
添
う
地
域
の
相
談
支
援
者
へ

の
、
丁
寧
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な

さ
れ
て
い
る
か
検
討
の
要
が
あ
る
。

②
生
活
困
難
層
と
は
ど
の
よ
う
な

　
人
々
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
か

　
回
答
結
果
の
数
量
化
Ⅲ
類
に
よ

る
解
析
に
よ
り
、
対
象
者
は
９
つ

の
意
味
の
あ
る
塊
・
ク
ラ
ス
タ
ー

と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
（
図
３

参
照
）
。
子
ど
も
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
除
く
成
人
ク
ラ
ス
タ
ー
で
は
ど

れ
も
が
、
「
精
神
疾
患
」
や
「
精

神
不
安
定
」
、
「
う
つ
状
態
」
な
ど

を
抱
え
て
い
る
。

③
支
援
者
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

　
シ
ョ
ン
か
ら
見
る
課
題

　
調
査
結
果
の
報
告
会
と
日
を
改

め
て
行
っ
た
意
見
交
換
会
で
計
7
4

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容

の
一
部
を
示
す
。

　
(
1
)
困
難
状
況
の
共
有
化

○
対
象
者
に
関
し
て

・
困
難
事
例
は
関
係
者
と
チ
ー
ム

　
対
応
し
て
い
る
が
、
対
象
者
自

　
身
が
問
題
だ
と
思
っ
て
い
な
い

　
こ
と
が
多
い
た
め
な
か
な
か
改

　
善
さ
れ
な
い
。
親
の
生
活
態
度

　
か
ら
は
、
子
ど
も
に
必
要
な
生

　
活
習
慣
や
社
会
的
に
交
流
す
る

　
力
か
っ
か
ず
、
世
代
間
連
鎖
が

　
心
配
さ
れ
る
。

　
・
児
童
虐
待
の
背
景
に
は
貧
困
が

　
関
係
。
親
が
旦
雇
い
で
ぎ
り
ぎ

　
り
の
生
活
で
精
神
的
に
も
余
裕

　
を
な
く
し
、
生
活
保
護
に
な
れ

　
ば
む
し
ろ
安
定
す
る
。
こ
の
よ

　
う
な
家
庭
環
境
は
奇
麗
事
で
は

　
す
ま
な
い
。

○
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

・
保
育
の
仕
事
で
は
保
護
者
へ
の

　
支
援
が
相
当
に
増
加
。
朝
食
抜

　
き
、
衣
服
が
汚
れ
た
ま
ま
で
も

　
通
園
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
親

　
の
都
合
で
登
園
で
き
な
い
子
へ

　
の
毎
朝
通
園
サ
ー
ビ
ス
も
必
要

　
だ
と
さ
え
思
う
。

・
単
身
高
齢
者
が
増
加
し
、
入
院

　
手
続
き
や
病
院
へ
衣
類
の
替
え

　
を
持
っ
て
い
く
な
ど
家
族
代
わ

　
り
の
手
助
け
、
水
際
支
援
を
持

　
ち
込
ま
れ
る
。
一
方
で
認
知
症

　
高
齢
者
へ
の
身
体
的
虐
待
や
財

　
産
使
い
込
み
等
が
増
え
専
門
性

　
の
高
い
権
利
擁
護
や
成
年
後
見

　
に
関
わ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

・
ひ
と
つ
の
家
庭
に
は
複
雑
な
困

　
難
状
況
が
起
き
て
い
る
。
事
態

　
は
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
の
に

　
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
は
専
門
的
に

　
絞
り
込
ま
れ
過
ぎ
て
ど
こ
に
Ｓ

　
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い
い
の
か
判
ら

　
な
い
。
だ
か
ら
対
象
者
自
身
が

　
発
信
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な

　
生
活
状
況
を
整
理
す
る
駆
け
込

　
み
寺
が
必
要
に
な
る
。

・
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
広
い
意
味

　
で
の
病
気
だ
が
病
院
で
解
決
は

　
で
き
な
い
こ
と
や
、
キ
ャ
ン
プ

　
ル
依
存
症
に
は
ア
ス
ベ
ル
ガ
ー

　
や
発
達
障
害
の
人
も
多
く
混
じ

　
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て

　
い
な
い
。

○
地
域
で
の
支
援
や
見
守
り

　
・
困
難
事
例
は
経
済
的
問
題
を
含

図３　対象者の９つのクラスターと割合
　
ん
で
多
様
な
問
題
が
絡
み
合
っ

　
て
い
る
の
で
地
域
の
中
で
そ
の

　
人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
場
所
や

　
見
守
り
の
体
制
が
あ
る
と
い
い
。

・
地
域
で
は
気
に
な
る
人
が
増
え

　
て
い
る
。
事
実
婚
を
繰
り
返
し

　
て
い
る
若
い
母
に
は
子
ど
も
に

　
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
い
る
が
制

　
度
に
は
か
か
ら
な
い
。
単
身
男

　
性
で
精
神
的
な
訴
え
が
多
い
が
、

　
医
療
も
制
度
の
適
用
も
な
く
生

　
活
力
が
確
実
に
落
ち
て
い
く
の

　
を
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
支
え

　
た
ら
い
い
の
か
、
試
行
錯
誤
。
閉

　
じ
こ
も
り
の
若
者
や
子
へ
の
ネ

　
グ
レ
ク
ト
の
親
へ
の
ア
プ
ロ
ー

　
チ
が
難
し
く
悩
む
。

・
地
域
の
支
援
者
は
問
題
家
庭
に

　
関
す
る
情
報
提
供
を
専
門
機
関

　
か
ら
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
後

　
の
対
応
の
経
過
を
知
ら
さ
れ
な

　
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
研
修
の

　
場
で
は
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

　
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
ば
か

　
り
で
戸
惑
う
。

　
(
2
)
解
決
策
の
検
討
ｌ
他
機
関
や
制

度
に
期
待
す
る
こ
と

○
他
の
相
談
機
関
、
支
援
者
へ

・
区
民
か
ら
最
初
に
相
談
を
受
け

　
る
機
関
、
相
談
者
は
ま
ず
じ
っ

　
く
り
話
を
聞
い
て
あ
げ
て

・
支
援
者
同
士
は
色
々
な
視
点
を
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尊
重
し
合
お
う

・
も
っ
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

○
行
政
へ

・
近
隣
で
問
題
を
共
有
化
で
き
る

　
関
係
づ
く
り
を

・
地
域
の
相
談
支
援
者
へ
も
っ
と

　
情
報
を
出
し
て

・
対
象
者
を
分
け
ず
に
地
域
ご
と

　
に
支
援
を
統
合
で
き
る
シ
ス
テ

　
ム
作
り
を

・
事
例
検
討
の
場
を
も
っ
と
増
や

　
し
て

・
公
営
住
宅
の
住
宅
政
策
は
ハ
ー

　
ド
の
み
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
も

　
考
慮
し
て

○
地
域
の
方
へ

・
増
加
し
て
い
る
単
身
者
の
生
活

　
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
助

　
け
て

・
保
育
所
に
い
か
な
い
子
の
こ
と

　
な
ど
近
隣
者
と
し
て
そ
の
様
子

　
を
発
信
し
て
欲
し
い

○
国
へ

　
・
子
ど
も
世
代
に
も
っ
と
お
金
を

　
か
け
て

　
・
貧
困
問
題
に
真
剣
に
取
り
組

　
ん
で

　
・
軽
度
発
達
障
害
や
ア
デ
ィ
ク
シ

　
ョ
ン
を
社
会
的
支
援
の
対
象
と

　
し
て
認
知
し
て

○
社
会
全
般
へ

　
・
日
常
生
活
習
慣
が
つ
い
て
い
な

　
い
大
人
に
対
す
る
習
得
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
開
発
を

　
(
3
)
解
決
策
の
検
討
ト
自
分
が
で
き

　
る
こ
と

○
行
政
職
員
と
し
て

・
直
接
的
援
助
と
地
域
支
援
を
両

　
立
さ
せ
地
域
に
根
ざ
し
た
「
実

　
践
者
」
に
な
る

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　
と
し
て

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
保
健

　
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

　
三
職
種
が
地
域
情
報
を
共
有
で

　
き
れ
ば
な
に
か
で
き
る

○
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

・
地
域
の
中
で
気
軽
に
何
で
も
相

　
談
で
き
る
駆
け
込
み
寺
を
続
け
る

○
保
育
所
と
し
て

・
問
題
の
あ
る
家
庭
の
子
を
預
か

　
り
そ
の
家
庭
も
見
守
り
他
の
支

　
援
者
と
協
働
す
る

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て

・
子
ど
も
や
小
中
学
生
に
対
す
る

　
相
談
は
2
4
時
間
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
る

○
相
談
支
援
者
と
し
て

・
悩
み
を
聞
き
情
報
を
提
供
し
、

　
一
緒
に
問
題
点
を
整
理
で
き
、

　
自
己
決
定
を
助
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

・
　
「
指
導
」
で
は
な
く
提
案
が
で

　
き
る
。

・
困
難
事
例
を
一
人
で
抱
え
込
ま

　
な
い
。

・
一
緒
に
悲
し
み
喜
び
見
守
り
が

　
で
き
る
。

④
相
談
支
援
機
関
と
支
援
の
特
徴

　
地
域
の
相
談
支
援
機
関
が
ど
の

よ
う
に
生
活
課
題
を
担
っ
て
い
る

図４　相談機関別にみた困難課題の割合
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か
。
回
答
の
あ
っ
た
1
0
の
相
談
機

関
の
う
ち
全
体
の
平
均
と
特
徴
的

な
３
つ
の
相
談
機
関
を
取
り
上
げ

る
（
図
４
参
照
）
。

　
「
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
」
は
、
専

門
職
種
を
揃
え
て
福
祉
保
健
に
か

か
わ
る
相
談
支
援
の
中
核
機
関
と

し
て
制
度
の
決
定
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
わ
る
最
も
困
難
な
事
例
を
担
当

す
る
な
ど
質
量
と
も
に
す
べ
て
の

課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
次
に
地

域
の
支
援
者
で
あ
る
「
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
」
は
、
公
的
機
関

の
協
力
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
決
定
に
は
関

わ
っ
て
い
な
い
が
、
生
活
場
面
の

相
談
支
援
に
つ
い
て
は
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
特
徴
は
、
機

関
所
属
の
専
門
職
と
は
違
い
対
象

者
と
同
じ
生
活
圏
で
暮
し
な
が
ら

相
談
に
の
り
、
見
守
り
、
時
に
課

題
の
発
見
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
全
体
よ
り
割
合
が
高
い

困
難
課
題
は
「
人
を
近
づ
け
な
い
」

「
引
き
こ
も
っ
て
い
る
」
、
「
学
校

に
行
か
な
い
」
な
ど
で
、
専
門
機

関
に
繋
が
る
ま
で
が
難
し
い
課
題

に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
る
姿
が

浮
か
び
上
が
る
。
３
つ
目
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
が
行
っ
て
い

る
相
談
支
援
の
特
徴
は
、
「
Ｄ
Ｖ

を
受
け
て
い
る
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
障
害
」
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
・
ロ
ー
ン
返
済
」
な
ど
の
割
合

が
高
く
、
先
駆
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
様
子
が
現
れ
て
い
る
。

検
討
結
果
－
生
活
困
難
層
の

生
活
支
援
に
は
ト
ー
タ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要

　
絡
み
合
う
困
難
課
題
を
持
つ

人
々
へ
の
支
援
に
対
し
て
は
、
生
活

場
面
に
よ
り
近
づ
き
、
生
活
全
体

を
捉
え
る
「
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
が
必
要
で
あ
る
。

①
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要

　
素
１
「
地
域
の
支
援
困
難
層
の

　
分
野
横
断
的
実
態
把
握
」

　
対
象
者
別
の
制
度
に
よ
る
事
業

単
位
の
調
査
や
実
態
把
握
は
そ
れ

ぞ
れ
に
有
用
で
あ
ろ
う
が
、
人
々

の
生
活
の
ト
ー
タ
ル
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
向
け
て
は
分
野
横
断
的
な

生
活
課
題
の
実
態
把
握
が
必
要
で

あ
る
。
困
難
層
の
生
活
課
題
に
は

地
域
性
も
関
わ
っ
て
お
り
、
今
回

調
査
実
施
し
た
瀬
谷
区
は
育
児
子

育
て
に
問
題
が
多
く
、
加
え
て
精

神
的
疾
患
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
他
区
で

は
そ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
結
果

が
出
る
は
ず
で
あ
り
、
分
野
横
断

的
な
実
態
把
握
は
、
地
域
生
活
支

援
の
課
題
の
優
先
性
に
関
す
る
検

討
材
料
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。

②
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要

　
素
２
「
繋
げ
る
機
能
」

　
(
1
)
事
例
か
ら
　
生
活
課
題
を
ト
ー

タ
ル
に
捉
え
返
す

　
支
援
困
難
な
人
々
の
生
活
課
題

は
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
区
切
れ

な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
生
活
困

難
層
の
育
児
子
育
て
の
問
題
は
子

ど
も
分
野
の
課
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
調
査
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
多
く
の
親
が
精
神
保
健
福
祉

手
帳
を
所
持
し
成
人
の
精
神
保
健

福
祉
の
課
題
で
も
あ
る
。
む
し
ろ

成
人
の
精
神
保
健
福
祉
の
課
題
が

育
児
子
育
て
場
面
に
現
れ
て
い

る
、
と
も
言
え
る
。
精
神
的
な
疾

患
を
抱
え
な
が
ら
支
援
が
な
い
中

で
の
子
育
て
は
相
当
な
負
担
で
あ

ろ
う
。
ひ
と
つ
の
課
題
や
事
例
を

基
に
し
て
も
、
そ
の
相
対
化
と
統

合
化
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

個
施
策
か
ら
　
生
活
関
連
施
策
の

　
つ
な
が
り

　
地
域
生
活
で
は
、
地
域
の
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
し
て
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
と
そ
の

連
携
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
そ
れ
で
す
ら
生
活
に
と

っ
て
は
一
部
分
で
あ
る
。
生
活
関

連
政
策
・
施
策
は
、
住
宅
政
策
、

教
育
政
策
、
交
通
や
ま
ち
づ
く
り

や
農
や
緑
を
含
む
都
市
計
画
な

ど
、
多
く
の
分
野
に
亘
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
活
関
連
政
策
か
ら
も

福
祉
保
健
の
課
題
と
連
携
し
一
部

を
内
部
化
す
る
動
き
は
あ
る
。

人
々
の
生
活
に
近
い
地
点
か
ら
関

連
局
の
生
活
関
連
施
策
の
横
の
連

携
が
図
ら
れ
る
と
ト
ー
タ
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
繋
が
る
。

倒
地
域
か
ら
　
地
域
で
進
行
し
て

　
い
る
困
っ
た
こ
と
の
情
報
を
政

　
策
部
署
に
繋
げ
る

　
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
一
定
の
要
件
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
公
平
性

や
公
正
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

一
方
そ
の
要
件
に
ま
で
は
至
ら
な

い
困
難
状
況
は
地
域
の
中
で
進
行

し
て
お
り
、
利
用
要
件
の
レ
ベ
ル

ま
で
た
だ
待
機
し
て
い
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
い
。
地
域
支
援
者
は

人
々
を
見
守
り
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
制
度
に
は

の
ら
な
い
地
域
生
活
場
面
で
の

様
々
な
情
報
が
、
予
防
的
な
視
点

で
捉
え
返
さ
れ
、
他
の
専
門
機
関

や
政
策
担
当
部
署
に
繋
が
る
こ
と

は
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。

横
の
つ
な
が
り
を
つ
け
る

ｌ
横
力
（
よ
こ
ぢ
か
ら
）

の
強
化
を
提
案

　
生
活
困
難
層
へ
の
生
活
支
援

は
、
制
度
の
適
用
だ
け
で
は
解
決

せ
ず
、
縦
割
り
の
隙
間
に
気
づ
か

さ
れ
、
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
、

生
活
の
持
つ
広
が
り
に
対
応
し
た

横
へ
の
繋
が
り
を
つ
け
る
力
を
要

求
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
支
援
者

同
士
で
も
関
係
局
区
で
も
ま
た
そ

れ
ら
相
互
に
も
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
専
門
機
関
が
地
域
の
支
援

者
に
対
し
て
情
報
提
供
を
依
頼
す

る
だ
け
の
関
係
や
、
地
域
支
援
者

は
困
っ
て
い
る
こ
と
を
専
門
機
関

に
任
せ
て
手
を
引
い
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
、
互
い
の
役
割
を
見
据

え
た
協
働
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

関
連
局
区
は
縦
割
り
の
施
策
を
生

活
場
面
で
統
合
す
る
地
域
支
援
策

を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　
生
活
困
難
層
は
、
「
虐
待
」
の
よ

う
な
弱
い
も
の
へ
の
暴
力
、
「
ア

ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
」
へ

の
依
存
症
状
、
「
精
神
不
安
定
や

う
つ
状
態
」
の
メ
ン
タ
ル
問
題
の

深
化
と
広
が
り
な
ど
現
代
社
会
の

病
理
を
体
現
し
、
社
会
・
経
済
的

な
基
盤
と
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て

い
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
解
決
に
向

け
た
あ
り
方
は
簡
単
で
は
な
い
。

が
、
今
回
支
援
者
の
意
見
交
換
で

は
、
自
ら
の
相
談
機
能
の
限
界
を

知
り
つ
つ
も
そ
こ
か
ら
大
き
く
は

み
出
し
て
見
え
る
対
象
者
の
日
常

生
活
を
視
野
に
入
れ
、
子
ど
も
達

の
将
来
と
い
う
時
間
軸
も
取
り
込

み
話
か
進
み
、
様
ざ
ま
な
支
援
者
に

よ
る
課
題
の
共
有
化
に
寄
与
し
た
。

　
生
活
困
難
層
へ
の
公
民
協
働
の

研
究
事
業
は
や
っ
と
第
一
歩
を
踏

み
だ
し
た
。
今
後
ト
ー
タ
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
可
能
に
な
る
よ
う
具

体
的
な
検
討
が
で
き
る
研
究
事
業

の
継
続
が
望
ま
れ
る
。

60■　｢横浜会議｣からの報告
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